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１章  Ｉ／Ｏ制御 

 

 

 ＺＢＫボードに共通して実装しているＩ／Ｏ用ＬＳＩは８２Ｃ５５です（ＺＢ１０ＫとＺＢ２０Ｋを除く）。ここでは８２Ｃ５５

の基本的な使い方を説明します。ＺＢＫボードには８２Ｃ５５のほかにＣＰＵチップＫＬ５Ｃ８０１２に内蔵のＩ／Ｏポ

ートがありますが、その使い方については、３章で説明します。 

 

１． ８２Ｃ５５の使い方 

 

 ＺＢ２１Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋには８２Ｃ５５が１～４個実装されていてユーザーが自由に使うことができます

（ＺＢ１０Ｋ、ＺＢ２０Ｋには８２Ｃ５５は実装されていません）。８２Ｃ５５には８ビット３組の入出力ポートがあり、通

常のＩ／Ｏポートとして使う（モード０）ほかにパラレルインターフェースとして使用するモード（モード１、モード２）

もあります。ここでは一般的な入出力モード（モード０）の使い方について説明します。 

 

１．１ ８２Ｃ５５のアドレス 

 

 ８２Ｃ５５には入力、出力どちらでも指定できる８ビットのＩ／Ｏポートが３組あります。これらはＡポート、Ｂポート、

Ｃポートとよんでおり、それぞれ異なったアドレスによって選択されます。 

  ＺＢ２１Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋに実装されている８２Ｃ５５には次のアドレスが与えられています。 

  ８０Ｈ Ａポート 

  ８１Ｈ Ｂポート 

  ８２Ｈ Ｃポート 

  ８３Ｈ コントロールワード 

  このコントロールワードは、各ポートの向き（入力か出力か）を設定したり、Ｃポートに対する特殊なアクセスの

場合に使います。ボードによっては８２Ｃ５５を２～４個実装されているものがあります。その場合の２～４番目の

８２Ｃ５５のアドレスは次の通りです。 

［２番目の８２Ｃ５５］ 

  ８４Ｈ Ａポート 

  ８５Ｈ Ｂポート 

  ８６Ｈ Ｃポート 

  ８７Ｈ コントロールワード 

［３番目の８２Ｃ５５］ 

  ８８Ｈ Ａポート 

  ８９Ｈ Ｂポート 

  ８ＡＨ Ｃポート 

  ８ＢＨ コントロールワード 

［４番目の８２Ｃ５５］ 

  ８ＣＨ Ａポート 

  ８ＤＨ Ｂポート 

  ８ＥＨ Ｃポート 

  ８ＦＨ コントロールワード 

 

  なおメモリのアドレスとは異なり、このアドレスは１６進２桁しかありません。（メモリアドレスは１６進４桁)  

  命令もメモリに対するもの（代表的なものはＬＤ命令）とは区別されており、ＩＮ、ＯＵＴ命令を使います。 

 

１．２ ８２Ｃ５５の各ポートの入出力指定の仕方 

 



  ８２Ｃ５５のポートはコントロールワードの設定によって入力か出力のいずれかに設定することができますが

標準的なモードでは双方向の設定はできません。電源投入後にはまず各ポートの向き（入力か出力か）を設定

しなければなりません。向きの設定はコントロールワードアドレスに必要なデータを送ることによって行われます。 

  ＺＢ２１Ｋ～２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋに実装されている８２Ｃ５５は、リセット直後にモニタプログラムによって全ポート入

力に設定されます。もし出力に用いないならばこのまま使うことができます。出力として利用したい場合にはコン

トロールワードにより設定します。 

 入出力の指定は下図のコントロールワードを、ＯＵＴ命令で８２Ｃ５５のコントロールワードアドレス（８３Ｈ、８７Ｈ、

８ＢＨ、８ＦＨ番地）に送ることで行われます。 

ＡポートとＢポートは８ビットとも同じ向きに設定することしかできませんが、Ｃポートは上位４ビットと下位４ビット

を別々に設定することができます（Ｃ０－Ｃ３を出力、Ｃ４－Ｃ７を入力というように）。 

 

  たとえばＡポート出力、Ｂポート出力、Ｃポート上位４ビット出力、Ｃポート下位４ビット入力に設定するには８１

Ｈを８３Ｈに出力します。 

  これはプログラムの中で次のようにコーディングします。 

［ＢＡＳＩＣ］ 

 ＯＵＴ ＄８３，＄８１ 

［アセンブラ］ 

 ＬＤ Ａ，８１ 

 ＯＵＴ （８３），Ａ 

［マシン語モニタコマンド］ 

＞ＯＴ ８３，８１［Ｅｎｔｅｒ］ 

 

［注意１］ 

 コントロールワード出力によって、出力に設定されたポートはその時点から、全ビットが０になります。 

 

１．３ 各ポートに対するデータ入出力の方法 

 

  コントロールワードによって入力、出力の指定が行われたあとは、どのような時点でもその指定にしたがって

データの入出力ができます。（入力ポートならＩＮ命令、出力ポートならＯＵＴ命令を使います)  

 

（１）データの出力 

   命令は下のようにコーディングします。Ａポートに５Ａを出力する例です。 

［ＢＡＳＩＣ］ 

 ＯＵＴ ＄８０，＄５Ａ 

［アセンブラ］ 

 ＬＤ Ａ，５Ａ 

 ＯＵＴ （８０），Ａ 

［マシン語モニタコマンド］ 

＞ＯＴ ８０，５Ａ［Ｅｎｔｅｒ］ 
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［注記］ 

 出力に設定されたポートから外部に出力されるデータはラッチされています。 

 したがって新たに別のデータをそのポートから出力するか、または入出力の設定をし直すまではもとのデータ

の出力が維持されます。 

 

（２）データの入力 

  IN 命令によって、指定したポートからのデータが、マシン語の場合には A レジスタに入ります。ＢＡＳＩＣの場

合には任意の変数に入ります。命令は下のようにコーディングします。 

［ＢＡＳＩＣ］ 

 ＮＹＵＲＫ％＝ＩＮ（＄８０） 

［アセンブラ］ 

 ＩＮ Ａ，（８０） 

［マシン語モニタコマンド］ 

＞ＩＮ ８０［Ｅｎｔｅｒ］ 

３Ｆ ………入力結果が表示される 

 

［注意］ 

 入力データはラッチされません。 

 

１．４ Ｃポートだけに許される特殊なデータ出力方法 

 

 Ｃポートも１．３（１）で説明した使い方でデータ出力ができますが、Ｃポートに限って特殊なデータ出力が可能

です。１．３（１）のＯＵＴ命令では、８ビットのデータが出力されますが、作業によっては他の出力は変化させず

に特定の１ビットだけ出力を変えたい、という場合があります。ＡポートやＢポートはどうしようもないのですが、

Ｃポートは下図のコントロールワードを、コントロールワードアドレス（Ｃポートアドレスではありません)に出力す

ることで、任意の１ビットだけ出力を変化させることができます。例えば PC5 から０を出力したければ、

00001010 つまり０ＡＨを８３Ｈ（８２Ｈではない）に出力すればよいわけです。 

 

［注意］ 

 この動作は出力に設定されているビットのみに当てはまります。（Ｃポートは上位４ビットと下位４ビットで入出

力を別個に設定できますが、例えば上位が出力で下位が入力に設定されている場合は、上の動作は上位４ビ

ットに対しては有効ですが、下位４ビットに対しては無視されます)  
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２章  メモリマップ・Ｉ／Ｏマップ 

 

１．メモリマップ 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋは出荷時の標準仕様では、モニタＲＯＭ（１２８ＫＢ）とＲＡＭ（３２ＫＢ）が実装さ

れていますが、代わりに１２８ＫＢのＲＡＭ、６２８１２８を実装することができます。ＺＢＫ開発セットを接続するとき

は６２８１２８を実装します。ＫＬ５Ｃ８０１２はＺ８０Ａと同様プログラムでアクセスできるメモリアドレスは００００Ｈ～

ＦＦＦＦＨの６４ＫＢです。２７Ｃ０１０、６２８１２８を実装した場合にはシステムプログラムによって必要なＲＯＭ、Ｒ

ＡＭエリアをメモリバンクを切り替えてアクセスします。 

  ここでは標準仕様のメモリマップを示します。 

 

 ４０００Ｈ～ＦＦＦＦＨはＲＡＭになりますが４８ＫＢのエリアに３２ＫＢのＲＡＭが実装されているため、１部アドレス

にイメージが発生します。イメージとは異なるアドレスで同じメモリ位置をアクセスすることをいいます。４０００Ｈ

～７ＦＦＦＨとＣ０００Ｈ～ＦＦＦＦＨは異なるアドレスですがどちらのアドレスを指定してもメモリの同じ場所をアクセ

スします。たとえば４０００Ｈからデータを書き込むとＣ０００Ｈをアクセスしても同じデータが出て来ます。 

 Ｆ８００Ｈ～ＦＦＦＦＨはシステムワークエリアなのでユーザーがプログラムやデータを書くことはできません。ま

たＦ８００Ｈから前に向かってユーザー用のスタックエリアが割り当てられるのでＦ８００Ｈ近くのアドレスにデータ

やプログラムを書くと暴走してしまうことがあります。安全のためＦ０００Ｈ～ＦＦＦＦＨをシステムエリアとしてあり

ます。 

 Ｆ０００Ｈ～ＦＦＦＦＨのイメージが７０００Ｈ～７ＦＦＦＨにできるため、このアドレスもユーザーが使うことはできま

せん。 

 ４０００Ｈからユーザープログラムを書いて、ＲＯＭに書き込んで、ユーザーＲＯＭ（ 章  ）で起動した場合に

は４０００Ｈ～７ＦＦＦＨにはＲＯＭが割り当てられるため、イメージはなくなります。 

 

２．  ＲＳＴ７ジャンプアドレス 

 

 システムワークエリアの中に、ＲＳＴ７ジャンプアドレスがあります。 

  これはユーザーがプログラム中でＲＳＴ７命令を使うときに、ユーザー領域にジャンプさせるためのものです。 

  ＲＳＴ７は００３８Ｈから書かれたサブルーチンをＣＡＬＬする１バイト命令です（コードＦＦ）。ところが００３８Ｈは

モニタＲＯＭのアドレスなので、ユーザーがそこにプログラムを書くことができません。 
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 そこでモニタＲＯＭの００３８Ｈ番地にはＲＡＭアドレス（ＦＦＢＡ）へ行くジャンプ命令が書いてあります。 

 ＲＳＴ７を利用したいユーザーは、ユーザープログラムの中でこのジャンプアドレスエリアにユーザーの希望す

るジャンプ先を書き込んで使用するようにします。たとえば４２００Ｈにジャンプさせたい場合には、ＦＦＢＡＨにＣ

３Ｈを、ＦＦＢＢＨに００Ｈを、ＦＦＢＣＨに４２Ｈを書き込むようにプログラムします。 

［注意］ 

 ＲＳＴ７はブレイク機能で使用されています。ブレイク機能を使うときはプログラムのなかでＲＳＴ７を使うことは

できません。 

 

３． 割込みテーブル 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋはモード２の割込みをサポートしています。モード２の割込みは複数の割込み

処理プログラムをそれぞれの割込み要求元に合わせて選択実行できるように工夫されたものです。割込みプロ

グラムはメモリのどのアドレスにでも自由に置くことができます。そしてそのアドレス（１６ビット、２バイト）を割込

み番号順にメモリの特定アドレスに（テーブル全体が上位８ビットアドレスが共通になるように）並べて格納して

おきます（これを割込みテーブルと呼びます）。テーブルの置かれたアドレスの上位８ビットはＩレジスタに記憶さ

せます。そして割込み番号（００、０２、０４、…、ＦＥ）を割込み元になるＺ８０ファミリーＩＣに与えます。割込み元

はＣＰＵに割込み要求を出すとき、この与えられた割込み番号をＣＰＵに伝えます（特定のタイミングでデータバ

スに送り出す）。ＣＰＵは受け取った割込み番号を下位バイト、Ｉレジスタの内容を上位バイトとして合成し、要求

元に対応する割込みプログラムの置かれた割込みテーブルアドレスを算出します。 

 計算上は割込みテーブルには１２８個のプログラムアドレスを配置することができますが、ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、

ＮＤ８０Ｋモニタでは１６個分を確保しており、ＫＬ５Ｃ８０１２割込みコントローラのサポートする１６レベルの割込

みに合わせてあります。 

 割込みテーブルはＲＡＭのＦＥＥ０Ｈ～ＦＥＦＦＨに置かれています。ＲＡＭですからテーブルを書きかえることに

よってユーザーの用意する割込みプログラムを実行させることが可能になります。割込みテーブルはＫＬ５Ｃ８０

１２の割込みコントローラの働きに合わせてありＫＬ５Ｃ８０１２の特定機能割込みに割り当てられています。割込

みテーブルには割込みプログラムアドレスを下位アドレス、上位アドレスの順に書き込みます。 

［割込みテーブル］ 

アドレス 割込レベル   割り込み要求元 

ＦＥＦＥ ＩＲ［１５］ タイマ／カウンタＢチャネル２ＯＵＴＳ出力 

ＦＥＦＣ ＩＲ［１４］ タイマ／カウンタＢチャネル１ＯＵＴＳ出力 

ＦＥＦＡ ＩＲ［１３］ タイマ／カウンタＢチャネル０ＯＵＴＳ出力 

ＦＥＦ８ ＩＲ［１２］ タイマ／カウンタＡチャネル１ＯＵＴ出力 

ＦＥＦ６ ＩＲ［１１］ タイマ／カウンタＡチャネル０ＯＵＴ出力 

ＦＥＦ４ ＩＲ［１０］ USART（シリアルインタフェース） ＴＸＥＭＰＴＹ出力 

ＦＥＦ２ ＩＲ［９］ USART（シリアルインタフェース） ＲＸＲＤＹ出力 

ＦＥＦ０ ＩＲ［８］ USART（シリアルインタフェース） ＴＸＲＤＹＰＩＮ出力 

ＦＥＥＥ ＩＲ［７］ 外部入力Ｐ０７／ＩＲ７ 

ＦＥＥＣ ＩＲ［６］ 外部入力Ｐ０６／ＩＲ６ 

ＦＥＥＡ ＩＲ［５］ 外部入力Ｐ０５／ＩＲ５ 

ＦＥＥ８ ＩＲ［４］ 外部入力Ｐ０４／ＩＲ４ 

ＦＥＥ６ ＩＲ［３］ 外部入力Ｐ０３／ＩＲ３ 

ＦＥＥ４ ＩＲ［２］ 外部入力Ｐ０２／ＩＲ２ 

ＦＥＥ２ ＩＲ［１］ 外部入力Ｐ０１／ＩＲ１ 

ＦＥＥ０ ＩＲ［０］ 外部入力Ｐ００／ＩＲ０ 

［注意１］ 

 ＮＤ８０Ｋではタイマ／カウンタＢチャネル２はＬＥＤのダイナミックドライブのために割り込み発生用カウンタとし

て使用しています。ＮＤ８０Ｋのユーザーはチャネル２を使用することはできません。 

［注意２］ 
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 タイマ／カウンタＢチャネル１はＫＬ５Ｃ８０１２内蔵シリアルインターフェース（ＲＳ２３２Ｃ）のクロックとして使用

しています。ユーザーが２３２Ｃを利用するときはチャネル１をその他の用途に使うことはできません。 

［注意３］ 

 タイマ／カウンタＢチャネル０はトレース機能の割り込み発生用カウンタとして使用しています。ユーザーがト

レース機能を利用するときはチャネル０をその他の用途に使うことはできません。 

［注意４］ 

 ＩＲ［０］、ＩＲ［２］～ＩＲ［７］は対応する入力端子Ｐ００、Ｐ０２～Ｐ０７をシステムが使用しているため、ユーザーが

使用することはできません。 

 ＩＲ［１］（外部入力Ｐ０１）はユーザー用外部割込み信号として拡張バスコネクタに接続端子を配置してあります。 

 

４． Ｉ／Ｏアドレス 

 

ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋが使用しているＩ／Ｏアドレスです。 

 

００Ｈ－３ＦＨ  ＫＬ５Ｃ８０１２内部回路にて使用（３章参照） 

１０Ｈ－１３Ｈ  ＬＣＤインタフェース（旧Ｖ３システムとの互換性のためシンボル的に使用） 

４０Ｈ－７ＦＨ  未使用 

８０Ｈ－８ＦＨ  ８２Ｃ５５  

９０Ｈ－９ＦＨ  ＲＳ２３２Ｃインタフェース 

Ａ０Ｈ－ＢＦＨ  未使用 

Ｃ０Ｈ－ＣＦＨ  ＮＤ８０Ｋ キー、ＬＥＤコントロール 
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３章 ＫＬ５Ｃ８０１２ 

 

 

 ＫＬ５Ｃ８０１２は川崎製鉄がＺ８０Ａ互換ＣＰＵをコアにして、パラレルＩ／Ｏ、シリアルＩ／Ｏ、プログラマブルカウ

ンタ、ＭＭＵ、割込みコントローラを加えて１個のＬＳＩにまとめたものです。ＣＰＵ部分はＺ８０Ａと同じ働きをする

ので、Ｚ８０Ａのために書かれたプログラムをそのまま実行することができます。 

 ＣＰＵクロックは１０ＭＨｚですが独自のアーキテクチャにより高速に命令を実行するため、Ｚ８０Ａの４０ＭＨｚに

相当するといわれています。しかし最高速で実行するためにはメモリも高速で動作するものが必要で、コストア

ップは避けられません。そのためＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋではメモリアクセス時（およびＩ／Ｏアクセス時）

にウェイトを挿入して、普及品のメモリやＩ／Ｏ素子を接続できるように考慮してあります。それでもＺ８０Ａの１８

～２０ＭＨｚに相当する速度が得られます。当社のＺ８０Ａ使用ボードのクロックが４ＭＨｚ～６ＭＨｚであることから

みても、そのスピードが驚異的であることが理解できると思います。 

 ＫＬ５Ｃ８０１２は内蔵しているパラレルＩ／Ｏだけでも８ビット×５ポート＝４０ビットもあり、これも驚異的といえま

す。ポートは３ポートが８２Ｃ５５、２ポートがＺ８０ＰＩＯ相当の機能でありこれもユーザーにとってなかなか得がた

い機能といえます。パラレルＩ／ＯとＩＣ端子を共用しているとはいえ、このほかになんと１６ビットのタイマー／カ

ウンタが５チャネルと１チャネルのＵＳＡＲＴ（シリアルインターフェース）まで備えています。ＵＳＡＲＴは８２５１に

比べてコントロールがはるかに容易で、もちろんＺ８０ＳＩＯよりはずっと使いやすくできています。 

 さらに１６レベルの割り込みコントローラと最大５１２ＫＢのメモリ空間をアクセスできるＭＭＵ（メモリマネジメン

トユニット）まで内蔵しています。 

 これだけの機能が１個のチップに内蔵しているとなると、その全機能を使うにはかなりの習熟を必要とします。

川崎製鉄がインターネット上に公開しているＫＬ５Ｃ８０１２の技術説明書だけでもＡ４版１５０ページもあります。

ここでは主要な点について簡単に、しかしできる限りわかりやすく説明するつもりです。 

 なおＺＢＫ開発セットはＫＬ５Ｃ８０１２のパラレルＩ／Ｏやタイマー／カウンタの機能を一部モニタプログラムで使

用しており、ユーザーが全機能を使用することはできません。特にＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲを接続した場合にはパラレ

ルＩ／Ｏのほとんどをシステムが使用します。 

 以下の説明中、システムクロックは１０ＭＨｚです（ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋは２０ＭＨｚクリスタルを使用し

ており、システムクロックはその１／２になります）。 

 

１． パラレルポートＡ 

 

 Ｚ８０ＰＩＯ相当の機能をもつ８ビット×２ポートのパラレルＩ／Ｏポートです。８２Ｃ５５と異なり１ビットごとに入力、

出力を設定できます。 

 ポート０は端子名Ｐ００～Ｐ０７、ポート１はＰ１０～Ｐ１７で、Ｉ／Ｏアドレスは２ＣＨ～２ＦＨです。 

 

 ２ＣＨ  ポート０、Ｐ００～Ｐ０７データ 

 ２ＤＨ  ポート０方向制御レジスタ 

 ２ＥＨ  ポート１、Ｐ１０～Ｐ１７データ 

 ２ＦＨ  ポート１方向制御レジスタ 

 

１．１ Ｐ００～Ｐ０７の入出力方向設定 

 

 アドレス２ＤＨに００Ｈ～ＦＦＨの設定値を出力（ＯＵＴ）します。１を書き込んだビットが出力に設定され、０を書き

込んだビットが入力に設定されます。電源投入時は（２ＤＨ）＝００Ｈで全ビット入力になります。また２ＣＨの出力

ラッチは全ビット０クリアされます。 

 （２ＤＨ）＝ＦＦＨにすると全ビット出力になります。 

 ２ＤＨに対してＩＮ命令を実行すると、入出力設定の状態を読み出すことができます。 

 Ｐ００～Ｐ０７の端子は割り込み入力Ｒ０～Ｒ７と兼用していますが、初期状態では通常のＩ／Ｏポートとして使

用できます。ただしＰ００、Ｐ０２～Ｐ０７は開発セットを使用してＤＯＳ／Ｖと接続するときに使用しますからユー

ザーが使うことはできません。Ｐ１についてはＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋの外部割込入力ＩＮＴに割り当てて
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います。電源ＯＮまたはリセット時にＰ０３入力がＬレベルであるとユーザーＲＯＭプログラムに直接ジャンプしま

す。 

 

［注意］ 

 ＺＢＫシステムではＰ００、Ｐ０２～Ｐ０７はユーザーが使用することはできません。Ｐ０１は外部割込み（ＩＮＴ入

力）として使われています。Ｐ００～Ｐ０７の方向をユーザーが指定するとシステムがハングアップします。アドレ

ス２Ｄにデータを出力しないように注意してください。 

 

１．２ Ｐ１０～Ｐ１７の入出力方向設定 

  

 アドレスが変わるだけでＰ０～Ｐ７の設定方法と全く同じです。 

 アドレス２ＦＨに００Ｈ～ＦＦＨの設定値を出力（ＯＵＴ）します。１を書き込んだビットが出力に設定され、０を書き

込んだビットが入力に設定されます。電源投入時は（２ＦＨ）＝００Ｈで全ビット入力になります。また２ＥＨの出力

ラッチは全ビット０クリアされます。 

 （２ＦＨ）＝ＦＦＨにすると全ビット出力になります。 

 ２ＦＨに対してＩＮ命令を実行すると、入出力設定の状態を読み出すことができます。 

 Ｐ１０～Ｐ１７はカウンタやシリアルインターフェースと同じ端子に割り当てられていますが、カウンタ、シリアル

インターフェースを使わなければ、パラレルＩ／Ｏとして使用することができます。ただしＰ１７はＮＤ８０Ｋのスピー

カ出力に使用しています。またＰ１４とＰ１５はＮＤ８０Ｋにプリンタを接続するときに制御信号（ＲＤＹ、ＳＴＢ）とし

て使用します。 

 

［注意］ 

 他の信号と端子を共用しているポートをパラレルポートとして使用しないで、他の機能を使用する場合には、

そのビットは入力に設定しなければなりません（Ｐ００～Ｐ１７共通事項）。 

 

［注記１］ 

 （Ｐ００～Ｐ１７共通事項）ＩＮ、ＯＵＴ命令は各ビットの入出力の向きにかかわらず、８ビット同時に行われます。

入力に設定されているビットに１、０のいずれを出力しても、出力ラインには反映されずハイインピーダンスにな

ります（実際にはＩＣ内部でＶＣＣに約１００ＫΩでプルアップされているのでつねにＨレベルになります）。 

 出力に設定されているビットから入力を行うと、そのビットの出力ラッチの状態が入力されます。 

 

［注記２］ 

 Ｐ１０～Ｐ１７はＺＢ２０Ｋ～ＺＢ２８ＫではＲＴＣ、ＬＣＤ表示、５×５キー入力などに使用されています。これらの

機能を使用しなければユーザーが通常のＩ／Ｏとして使うことは可能です。ＺＢ１０Ｋはこれらの回路がありませ

ん。またＺＢ２０ＫもＬＣＤを接続しなければＰ１０～Ｐ１７をユーザーが使うことができます。 

［注記３］ 

 ＢＡＳＩＣプログラムをＲＯＭ化して実行しているときはＰ１０～Ｐ１７に０が出力されます（ＲＡＭでのデバッグ時

には出力されません。注意してください）。 

 これは外部にキーボードを接続してブレイク入力を検出するための動作です。各命令の実行毎に出力されま

す。この機能はＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋ以外では使用されないものですが共通システムのため同じ動作になります。 

 同じ目的で次項で説明するＰ２５も０が出力されます。 

 ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋ以外でＰ１０～Ｐ１７、Ｐ２５を入出力として使用する場合にはＢＡＳＩＣプログラムの先頭で次

のＰＯＫＥ文を実行させてください。 

 ＰＯＫＥ ＄Ｆ１Ａ７，０ 

 

２． パラレルポートＢ 

 



 ８２Ｃ５５相当の機能をもつ８ビット×３ポートのパラレルＩ／Ｏポートです。パラレルポートＢとは異なり、上位４

ビット、下位４ビツトごとに入力、出力を設定します。３ポートとも８２Ｃ５５のＣポートの機能をもち、出力に設定し

たポートに対しては、他のビットに影響を与えず１ビットのみの出力を行うことができます。 

 ポート０は端子名Ｐ２０～Ｐ２７、ポート１はＰ３０～Ｐ３７、ポート２はＰ４０～Ｐ４７で、Ｉ／Ｏアドレスは３０Ｈ～３３

Ｈです。 

 ３０Ｈ  ポート０、Ｐ２０～Ｐ２７データ 

 ３１Ｈ  ポート１、Ｐ３０～Ｐ３７データ 

 ３２Ｈ  ポート２、Ｐ４０～Ｐ４７データ 

 ３３Ｈ  方向制御レジスタ 

 

２．１ Ｐ２０～Ｐ４７の入出力方向設定 

  

 アドレス３３Ｈに方向制御コマンドを書き込みます。ポート０～ポート２の方向を１回のコマンド出力で同時に決

定します。 

 

 たとえば００Ｈを３３Ｈに出力するとＰ２０～Ｐ４７が全て入力に設定され、３ＦＨを出力すると全ポートが出力に

設定されます。 

 電源ＯＮまたはリセット時は（３３Ｈ）＝００Ｈになり全ポートが入力になりますが、ＮＤ８０Ｋモニタがポートの一

部を使用しているため、起動時に（３３Ｈ）＝２ＦＨに設定されます（Ｐ２０－２７出力、Ｐ３０－３７出力、Ｐ４０－４３

入力、Ｐ４４－４７出力）。Ｐ４０－４７はモニタプログラムで使用しますからこれと異なる向きに設定してはいけま

せん。ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋでは（３３Ｈ）＝２２Ｈに設定されます（Ｐ２０－２３入力、Ｐ２４－Ｐ２７出力、Ｐ３０－３７

入力、Ｐ４０－４３入力、Ｐ４４－４７出力）。 

 Ｐ２０－Ｐ２７はパラレルポート専用端子で他の機能と端子を兼用していませんが、ＮＤ８０Ｋにプリンタを接続

するときはデータ出力として使用します。ＺＢ２１Ｋ～ＺＢ２８ＫではＬＣＤ、ＲＴＣのコントロールなどに使用してい

ます。 

 Ｐ３０－３７はカウンタと端子を兼用していますが、カウンタを使用しなければパラレルポートとして使うことがで

きます。ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋではキーボードのコントロールに使用しています。 

 Ｐ４０－４７はシリアルインターフェースと端子を兼用していますがシリアルインターフェースを使用しなければ

パラレルポートとして使うことができます。ただしＮＤ８０ＫではＰ４０をカセットテープレコーダ入力、Ｐ４４を同出

力として使用しています。またＰ４７は開発セットを使ってＤＯＳ／Ｖと接続するときに使用します。ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２

７Ｋではプリンタコントロールに使用しています。 

 電源投入時は（３３Ｈ）＝００Ｈで全ポート入力になりＰ２０－４７の出力ラッチは全ビット０クリアされます。 

 ＩＮ、ＯＵＴ命令は上位４ビット、下位４ビットが異なる向きに設定されていても、８ビット同時に行われます。入力

に設定されているビットに１、０のいずれを出力しても、出力ラインには反映されずハイインピーダンスになりま

す（実際にはＩＣ内部でＶＣＣに約１００ＫΩでプルアップされているのでつねにＨレベルになります）。 

 出力に設定されているビットから入力を行うと、そのビットの出力ラッチの状態が入力されます。 

 

［注意１］ 

 他の信号と端子を共用しているポートをパラレルポートとして使用しないで、他の機能を使用する場合には、

そのビットは入力に設定しなければなりません（Ｐ２０～Ｐ４７共通事項）。 

 

［注意２］ 
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 Ｐ４７はＺＢＫ開発システムが使用するためユーザーが使用することはできません。またＰ４４～Ｐ４７は出力と

して定義しなければいけません。入力に設定するとシステムがハングアップします。 

 

［注意３］ 

 ＢＡＳＩＣプログラムをＲＯＭ化して実行しているときはＰ２５に０が出力されます（ＲＡＭでのデバッグ時には出

力されません。注意してください）。前項Ｐ１０～Ｐ１７注記を参照してください。 

  ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋ以外でＰ２５を入出力として使用する場合にはＢＡＳＩＣプログラムの先頭で次のＰＯＫＥ文

を実行させてください。 

 ＰＯＫＥ ＄Ｆ１Ａ７，０ 

 

  

２．２ ビット出力制御 

 

 ポート０～ポート２を出力に設定しているときは、方向制御レジスタ（３３Ｈ）にコマンドを出力することで、特定

の１ビットだけ出力を変化させることができます。他のビットの出力は変化しません。入力に設定しているビット

を指定したときは無視されます。 

 

 

３． タイマ／カウンタＡ 

 

 プログラマブルな１６ビットのダウンカウンタで、コントロールワードアドレスにコントロールワードを書き込むこ

とで動作します。チャネル０とチャネル１の２組があり、全く同じ機能をもっています。 

 Ｉ／Ｏアドレスは下の通りです。 

 ２８Ｈ チャネル０カウンタ 

 ２９Ｈ チャネル０コントロールワード 

 ２ＡＨ チャネル１カウンタ 

 ２ＢＨ チャネル１コントロールワード 

  

３．１ 入出力端子 

  

［ＸＣＬＫ０］［ＸＣＬＫ１］ 
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 外部クロック入力。カウント動作はＸＣＬＫの立下りで行われます。モード設定でシステムクロックを選択してい

るときは、ＸＣＬＫは使用されません。ＸＣＬＫ０はチャネル０、ＸＣＬＫ１はチャネル１の端子（以下の説明でも同じ

ルールで名前がついています）。 

［ＧＡＴＥＡ０］［ＧＡＴＥＡ１］ 

 この信号がＯＮのときだけカウンタ動作をします。またはトリガ信号として働きます。パルス幅／周期測定モー

ドでは測定対象の信号を入力します。 

［ＯＵＴＡ０］［ＯＵＴＡ１］ 

 モードの指定により、分周出力、ワンショット出力、ストローブ出力、測定完了出力になります。リセットによりク

ロックと非同期にＬになります。 

［注記］各信号端子はパラレルポートと端子を兼用しています。 

 ＸＣＬＫ０＝Ｐ１１ 

 ＸＣＬＫ１＝Ｐ１３ 

 ＧＡＴＥＡ０＝Ｐ１０ 

 ＧＡＴＥＡ１＝Ｐ１２ 

 ＯＵＴＡ０＝Ｐ３４ 

 ＯＵＴＡ１＝Ｐ３５ 

 各端子をパラレルポートではなくてカウンタ用に使用するためには端子機能の設定が必要です（別項で説明）。 

 

３．２ 動作モード 

 

 ４種類の動作モードがあります。 

 

３．２．１ 分周モード 

  

 ダウンカウンタに初期値を与えることでカウント動作を開始し、カウント値が０になるとＯＵＴ出力が変化し、カ

ウンタに初期値を再読込しダウンカウントを繰り返します。カウント中に新しい初期値が与えられるまでは今ま

での初期値が繰り返し再読込されます。カウント中に新しい初期値が与えられてもすぐに再読込はされません。

カウント値が０になってから新しい値が初期値として読み込まれます。 

 モード設定によりカウント初期値はＦＦＦＦＨになりＯＵＴ出力はＬになります。ＯＵＴ出力は０カウントの度にＨと

Ｌが交互に出力される（トグル出力）か１クロック幅のパルス出力かいずれかを選択できます。 

 カウント０のタイミングで割り込みを発生させることができます。 

 ＧＡＴＥ入力＝Ｈの期間はカウントイネーブルでＧＡＴＥ入力＝Ｌの期間はカウントしません。 

 ＧＡＴＥ入力のパルス幅はＨ、Ｌともにシステムクロックの２サイクル以上が必要です。 

 初期値として与えることのできる値は０００１Ｈ～ＦＦＦＦＨです。 

 

３．２．２ パルス幅変調（ＰＷＭ）モード 

  

 周期は一定（４通りの中から選択）でＨ期間のパルス幅がカウント初期値＋１になるパルスを繰り返し出力しま

す。周期はカウンタクロックの２のＮ乗＋１（Ｎ＝６，８，１０，１２）の４通りから選択します。２の６乗＋１＝４１Ｈで

す。以下同様に１０１Ｈ、４０１Ｈ、１００１Ｈになります。Ｈパルス幅はこの値を超えることはできませんから、与え

ることのできるカウント初期値の最大値はそれぞれ００３ＦＨ、００ＦＦＨ、０３ＦＦＨ、０ＦＦＦＨになります。最小値は

０００１Ｈです。 

 モード設定によりＯＵＴ出力はＬになり初期値を与えるとＯＵＴ出力＝Ｈになってダウンカウントを開始します。カ

ウンタの値が０になるとＯＵＴ出力＝Ｌになり残りの周期期間中Ｌを維持します。１周期期間が終わるとカウンタ

初期値を再読込しＯＵＴ＝Ｈにして前記動作を繰り返します。カウント中に新しい初期値が与えられてもすぐに

再読込はされません。カウント値が０になってから新しい値が初期値として読み込まれます。 

 ＧＡＴＥ入力＝Ｈの期間はカウントイネーブルでＧＡＴＥ入力＝Ｌの期間はカウントしません。 

 ＧＡＴＥ入力のパルス幅はＨ、Ｌともにシステムクロックの２サイクル以上が必要です。 
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３．２．３ パルスモード 

  

 トリガ入力によりダウンカウントを開始しカウント０でＯＵＴ出力が変化します。次のトリガが入力されるまでカウ

ンタ動作は停止します。 

 カウント初期値を与えることでカウントを開始するソフトトリガと、ＧＡＴＥ入力信号の立ち上がりでカウントを開

始するソフトトリガがあり、モード設定で選択できます。 

 ＯＵＴ出力はモード設定でＨになります。カウント開始でＬになり、カウント０でＨになるワンショット出力と、カウ

ント０で１クロック幅のＬパルスを出力するストローブ出力のいずれかを選択できます。またＯＵＴ出力のＨ、Ｌが

前記の逆になるリバースモードを選択することもできます。 

 ソフトトリガではＧＡＴＥ入力＝Ｈの期間のみカウント動作をします。 

 ソフトトリガではカウント中に新しい初期値が与えられると次のクロックでカウンタに初期値をロードしすぐにカ

ウントを開始します。 

 ハードトリガではカウンタ初期値は次に新しい初期値が与えられるまでは、もとの値を保持しています。カウン

ト中に次のトリガが発生すると（ＧＡＴＥに新しい立ち上がり信号が入力されると）、カウンタに初期値を再読込し

てダウンカウントを再スタートします。カウント中に新しい初期値が与えられてもすぐには再読込されず、次のト

リガが発生したときにカウンタに再読込されダウンカウントがスタートします。ハードトリガ選択時のトリガ間隔は

カウンタクロックの１サイクル以上が必要です。 

 ソフトトリガ選択時のＧＡＴＥ入力のパルス幅はＨ、Ｌともにシステムクロックの２サイクル以上が必要です。 

 カウンタ初期値として与えることのできる値は０００１Ｈ～ＦＦＦＦＨです。 

 

３．２．４ パルス幅／周期測定モード 

 

 ＧＡＴＥ端子に入力される信号のパルス幅、または周期を測定し、測定が完了するとＯＵＴ出力にシステムクロ

ック１サイクル分の幅のパルスを出力します。 

 測定する期間はＧＡＴＥ入力信号の①立ち上がりから立下りまで②立ち上がりから次の立下りまで③立ち下が

りから立上りまで④立ち下がりから次の立下りまでのいずれかが選択できます。また１回のみの測定と繰り返し

測定の選択もできます。連続測定モードではカウンタアドレスからは測定完了した最後の測定値が読み出され

ます。つまりパルス幅／周期測定モードではカウント中のカウンタの値ではなくてカウンタバッファの値が読み

出されることになります。読み出される値は測定期間中にカウントしたカウンタクロック数です。カウント中の値を

読み出すことはできません。 

 ＧＡＴＥ入力のパルス幅はＨ、Ｌともにシステムクロックの２サイクル以上が必要です。 

 このモードでは初期値の設定はできません。モードセットによりＦＦＦＦが初期値としてセットされます。ＧＡＴＥ設

定条件に合致するパルスの入力によりカウントダウンを開始します。停止条件に合致するパルス入力によりカ

ウントを停止し、データレジスタにカウンタ値の補数を送ります。次のＧＡＴＥ入力パルスによりふたたびＦＦＦＦが

セットされ、カウントダウンを繰り返します。 

 

３．３ リセット時の動作 

 

 リセットによりカウンタ動作は停止します。カウンタの値はＦＦＦＦＨになります。 

 分周モード（システムクロック選択、トグル出力）が選択され、ＯＵＴ出力はＬになります。 

 

３．４ モード設定 

  

 モード設定は各チャネルのコントロールワードアドレス（２９Ｈ、２ＢＨ）にコントロールワードを書き込むことで行

われます 



 

 

 

３．５ コマンド 

 

 コントロールワードアドレス（２９Ｈ、２ＢＨ）にコマンドを書き込むことで、データのラッチやフラグのクリアを行い

ます。 
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３．５．１ カウンタラッチコマンド 

 

 カウンタアドレスに対して読み出しを実行すると、パルス幅／周期測定モードでは最後に測定完了してバッフ

ァにラッチされた値が読み出されます。その他のモードでは設定されている初期値が読み出されます。 

 しかし現在動作中のカウンタの値を読み出したいときがあります。この場合カウンタはカウント動作中なので

安定したデータの読み出しはできません。カウンタラッチコマンドをカウンタデータの読み出しに先立って実行す

ることによってそのときのカウント値がラッチされ、その後カウントデータアドレスに対して２回の読み出しをする

と、ラッチされたカウント値が読み出せます。ラッチされた値は次にカウンタラッチコマンドが実行されるか、デー

タの読み出しが完了するまで保持されます。言いかえると、ラッチされた「カウント途中のカウント値」はデータの

読み出しが完了するとクリアされ、次にカウンタラッチコマンドが実行されるまでは、カウンタアドレスに対する読

み出しでは、つねに最後に測定完了した値か初期値になります。 

 

３．５．２ リードライトシーケンスクリアコマンド 

 

 カウンタの値は１６ビットなので値の設定も読み出しも下位、上位２回のアクセスが必要です。プログラムの流

れで１回目のアクセスか２回目かが定かにならない場合が発生します。リードライトシーケンスクリアコマンドの

実行によって、シーケンスがクリアされ、次のデータアクセスを１回目とすることができます。 

 

３．５．３ フラグクリアコマンド 

 

パルスモードでのトリガ受けつけフラグ、パルス幅／周期測定モードでの測定完了フラグ（ステータス情報のＤ７

ビット）をクリアします。 

 

 クリアコマンドでＤ０、Ｄ１ビットを０にすると、カウンタラッチコマンドになります。 

 

３．６ カウンタへのカウンタ初期値の設定 

 

 カウンタの値は１６ビットなので、データの書き込みは下位８ビット、続いて上位８ビットの順に２回に分けて行

います。書き込みはリセット直後か、モード設定直後か、リードライトシーケンスクリアコマンド直後かのいずれ

かに限り有効です。カウンタアドレス（２８Ｈ、２ＡＨ）に対しておこないます。 

 

３．７ カウンタの読み出し 

 現在進行中のカウンタの値の読み出しは、カウンタラッチコマンド実行直後にカウンタアドレス（２８Ｈ、２ＡＨ）

に対する２回の読み出しによってのみ行われます（１回目に下位８ビット、２回目に上位８ビットが読み出される）。

カウンタラッチコマンドによってラッチされたカウント値は読み出しが完了するか次にカウンタラッチコマンドが実

行されるまで保持されています。カウンタラッチコマンド実行直後以外のタイミングでカウンタアドレスに対して読

み出しを行うと、カウンタ終了によりバッファにラッチされた値が読み出されます。 

［注記］直後というのは時間的なことではなくて、それ以後、カウンタに対するはじめてのアクセスを行うという意

味です。 
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３．８ ステータスの読み出し 

 

 コントロールワードアドレス（２９Ｈ、２ＢＨ）に対して読み出しを行うとステータスが得られます。 

 

 

４． タイマ／カウンタＢ 

 

 プログラマブルな１６ビットのプリスケーラ付ダウンカウンタで、コントロールワードアドレスにコントロールワー

ドを書き込むことで動作します。チャネル０～２の３組があり、基本的には同じ機能をもっています。 

 ダウンカウントされるクロックはシステムクロックをプリスケーラで分周したクロックを入力します。 

 

 Ｉ／Ｏアドレスは下の通りです。 

 ２０Ｈ チャネル０カウンタ 

 ２１Ｈ チャネル０コントロールワード 

 ２２Ｈ チャネル１カウンタ 

 ２３Ｈ チャネル１コントロールワード 

 ２４Ｈ チャネル２カウンタ 

 ２５Ｈ チャネル２コントロールワード 

 

［注意１］ 

 ＮＤ８０Ｋではチャネル２はＬＥＤのダイナミックドライブのために割り込み発生用カウンタとして使用しています。

そのためＮＤ８０Ｋのユーザーがチャネル２を使用することはできません。 

［注意２］ 

 チャネル１はＫＬ５Ｃ８０１２内蔵シリアルインターフェース（ＲＳ２３２Ｃ）のクロックとして使用しています。ユーザ

ーが２３２Ｃを利用するときはチャネル１をその他の用途に使うことはできません。 

［注意３］ 

 チャネル０はトレース機能の割り込み発生用カウンタとして使用しています。ユーザーがトレース機能を利用

するときはチャネル０をその他の用途に使うことはできません。 

 

４．１ 入出力端子 

 

［ＧＡＴＥＢ０］［ＧＡＴＥＢ１］［ＧＡＴＥＢ２］ 

 この信号がＯＮのときだけカウンタ動作をします。ＧＡＴＥＢ０はチャネル０、ＧＡＴＥＢ１はチャネル１、ＧＡＴＥＢ２

はチャネル２の端子（以下の説明でも同じルールで名前がついています）。 

 ＧＡＴＥはシステムクロックの４分周を入力クロックとするとき以外は使えません。 

 

［ＯＵＴＢＰ０］［ＯＵＴＢＰ１］［ＯＵＴＢＰ２］ 

 モードの指定により、分周出力、ＰＷＭ出力になります。リセットによりクロックと非同期にＬになります。 
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［ＯＵＴＢＳ０］［ＯＵＴＢＳ１］［ＯＵＴＢＳ２］ 

 ４システムクロック幅のストローブを出力します。 

［ＳＹＮＣ］ 

 システムクロックを４分周した信号です。この信号の立ち上がりエッジでＧＡＴＥ入力がサンプリングされます。 

 

［注記］  

 各信号端子はパラレルポートと端子を兼用しています。 

 ＧＡＴＥＢ０＝Ｐ００ 

 ＧＡＴＥＢ１＝Ｐ０１ 

 ＧＡＴＥＢ２＝Ｐ０２ 

 ＯＵＴＢＰ０＝Ｐ３６ 

 ＯＵＴＢＰ１＝Ｐ３２ 

 ＯＵＴＢＰ２＝Ｐ３３ 

 ＯＵＴＢＳ０＝Ｐ３０ 

 ＯＵＴＢＳ２＝Ｐ３７ 

 ＳＹＮＣ＝Ｐ３１ 

 ＯＵＴＢＳ１端子はありません。 

各端子をパラレルポートではなくてカウンタ用に使用するためには端子機能の設定が必要です（別項で説明）。 

 

４．２ 動作モード 

 

 ４種類の動作モードがあります。 

 

４．２．１ 連続カウントモード 

  

 ダウンカウンタに初期値を与えることでカウント動作を開始し、カウント値がＦＦＦＦになるとＯＵＴＰ出力とＯＵＴ

Ｓ出力が変化し、カウンタに初期値を再読込しダウンカウントを繰り返します。カウント中に新しい初期値が与え

られるまでは今までの初期値が繰り返し再読込されます。カウント中に新しい初期値が与えられてもすぐに再

読込はされません。カウント値がＦＦＦＦになってから新しい値が初期値として読み込まれます（ダウンカウントの

終了値は０ではなくてＦＦＦＦです）。 

 モード設定によりＯＵＴＰ、ＯＵＴＳ出力はＬになります。カウント初期値の書き込みによりダウンカウントが開始

されＯＵＴＰ出力はＨになります。ＯＵＴＰ出力は０カウントの度にＨとＬが交互に出力されます（トグル出力）。ＯＵ

ＴＳは０カウント時に４システムクロック幅のＨパルスを出力します。 

 ＯＵＴＰ、ＯＵＴＳ出力はモード設定で前記説明のＨとＬを入れ替えた出力にすることができます。 

 カウント０のタイミングで割り込みを発生させることができます。 

 ＧＡＴＥ入力＝Ｈの期間はカウントイネーブルでＧＡＴＥ入力＝Ｌの期間はカウントしません。 

 初期値として与えることのできる値は０００１Ｈ～ＦＦＦＦＨです。 

 

４．２．２ 単発カウントモード 

  

 カウント初期値を与えることでダウンカウントを開始しカウント０でＯＵＴＰ、ＯＵＴＳ出力が変化します。次のカウ

ント初期値が与えられるまでカウンタ動作は停止します。 

 ＯＵＴＰ、ＯＵＴＳ出力はモード設定でＬになります。ＯＵＴＰはカウント開始でＨになり、カウント０でＬになります。

ＯＵＴＳは０カウント時に４システムクロック幅のＨパルスを出力します。 

 カウンタ初期値として与えることのできる値は０００１Ｈ～ＦＦＦＦＨです。 

 

４．２．３ パルス幅変調（ＰＷＭ）モード 
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 カウント初期値によって与えられるパルス幅とパルス周期によって決定される繰り返しパルスをＯＵＴＰから出

力します。 

 パルス幅はデータの上位８ビットで与え、周期は下位８ビットで与えます。 

 パルスを決定するカウント動作は上位８ビットと下位８ビットが独立して行われます。すなわち設定値の（上位

８ビット＋１）×カウンタ入力クロックがパルス幅になり、（下位８ビット＋１）カウンタ入力クロックが周期になりま

す。 

 モード設定によりカウンタは停止し、ＯＵＴＰ、ＯＵＴＳ出力はＬになります。 

 カウント初期値の書き込みによりカウント動作を開始します。 

 パルス幅データ＞＝周期データのときはＯＵＴＰ＝Ｈのままになります。 

 カウント初期値の再読込は下位バイトカウンタが０になったときに行われます。カウント途中に初期値を書き込

んでもすぐにカウンタには読みこまれず、下位バイトが０になった時点で新しい設定値が読みこまれます。 

 カウンタ初期値として与えることのできる値は上位、下位ともに０１Ｈ～ＦＦＨです。 

 

４．２．４ ウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ）モード 

 

 特殊な使い方で通常は使用しないため、説明を省略します。 

 

４．３ ＯＵＴＰ出力とＯＵＴＳ出力 

 

 ＯＵＴＰ出力はカウント０になる度に反転出力し、カウント開始時の出力のＨ／Ｌをモード設定により選択できま

す。ＯＵＴＳ出力はカウント０で４システムクロック幅のＨパルスを出力します。モード設定によって反転出力にす

ることはできません（常にＨパルス出力）。 

 

４．４ リセット時の動作 

 

 リセットによりカウンタ動作は停止します。カウンタの値はＦＦＦＦＨになります。 

 単発カウントモード（２５６分周、ＯＵＴＰ非反転出力）が選択され、ＯＵＴＰ、ＯＵＴＳ出力はＬになります。 

 

４．５ モード設定 

  

 モード設定は各チャネルのコントロールワードアドレス（２１Ｈ、２３Ｈ、２５ｈ）にコントロールワードを書き込むこ

とで行われます。 



 

 

４．６ カウンタへのカウンタ初期値の設定 

 

 カウンタアドレス（２０Ｈ、２２Ｈ、２４Ｈ）に対しておこないます。 

 カウンタの値は１６ビットなので、データの書き込みは下位８ビット、続いて上位８ビットの順に２回に分けて行

います。書き込みと読み出しとで同じバッファを共用しているため、書き込みが完了する前に読み出しを行うと

書き込みデータが壊れます。 

 プログラムの実行順序によっては、１回目の書き込み（下位８ビットの書き込み）のつもりでも、実際には２回

目のアクセスになってしまっていることがあります。ステータスの読み出しをするとデータリードライトシーケンス

がクリアされるので、ステータスの読み出しを実行してからデータの書き込みを行うようにします。 

 

４．７ カウンタの読み出し 

 

 カウンタアドレス（２０Ｈ、２２Ｈ、２４Ｈ）に対しておこないます。 

 カウンタの値は１６ビットなので、データの読み出しは下位８ビット、続いて上位８ビットの順に２回に分けて行

います。下位８ビットを読み出す時点で上位８ビットもバッファにラッチされているので、下位と上位は時間的に

同一時点のデータとして読み出せます。ただし書き込みと読み出しとで同じバッファを共用しているため、読み

出しが完了する前に書き込みを行うと読み出しデータが壊れます。 

 プログラムの実行順序によっては、１回目の読み出し（下位８ビットの読み出し）のつもりでも、実際には２回目

のアクセスになってしまっていることがあります。ステータスの読み出しをするとデータリードライトシーケンスが

クリアされるので、ステータスの読み出しを実行してからデータの読み出しを行うようにします。 

 

４．８ ステータスの読み出し 

 

  コントロールワードアドレス（２１Ｈ、２３Ｈ、２５Ｈ）に対して読み出しを行うとステータスが得られます（図１１－

７）。ステータスの読み出しをするとデータリードライトシーケンスがクリアされます。 
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５． シリアルインターフェース 

  

 ＫＬ５Ｃ８０１２は１チャネルのシリアルインターフェースをもっています。２３２Ｃのレベル変換回路を外につける

ことで他の機器やパソコンとの間で２３２Ｃを利用したデータの送受信を行うことができます。詳細についてはＺ

ＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣ操作説明書を参照してください。 

 

６． 割り込みコントローラ 

 

 ＫＬ５Ｃ８０１２（Ｚ８０Ａ）は８０８０の割り込みモード（モード０）の他に融通性の高い割り込みとしてモード２をサ

ポートしています。割り込みは高度のプログラムテクニックが必要でハードウェアの知識も必要です。特に複数

の異なる回路から同時に割り込みが発生したときなど、処理の順番などより複雑な制御が必要になります。 

 ＫＬ５Ｃ８０１２内蔵の割り込みコントローラは簡単なコマンド操作で内蔵のカウンタやパラレルポートからの割

り込み信号をうまく交通整理してくれます。 

 ８０８０ファミリの割り込みコントローラなどの汎用コントローラとは異なり、ＫＬ５Ｃ８０１２内蔵の機能ユニットか

らの割り込みをコントロールするように特化していますが、多くの場合その方が処理が簡単に済むので有利で

す。 

 優先順位のついた１６レベルの割り込みに対応しています。１６本の割り込みはカウンタ／タイマ、シリアルイ

ンターフェースの他、パラレルポートからの８本の割り込み入力に対応しています。それぞれから発生する割り

込みはまず割り込みコントローラに取り込まれ、優先順位にしたがってＣＰＵにＩＮＴ信号を送るとともにそれぞれ

に対する割り込みプログラムアドレスを示す割り込みベクタを送ります。その後も割り込みコントローラはＣＰＵ

のバスを監視していて、割り込みプログラムの終了を示すＲＥＴＩ命令コードの実行を確認するとその割り込みの

終了処理を行い、待たせていたより低位の割り込みがある場合にはその割り込みを許可してそのための処理

を行います。 

 プログラミングとしては、個々の必要な割り込みプログラムを書いて、そのエントリアドレスを示す割り込みテー

ブルを用意して、そのアドレスを割り込みコントローラに与えるだけで準備が完了します。あとは必要なタイミン

グで個々の割り込みに対する許可、不許可を割り込みコントローラに与えれば割り込み処理はオートマチックに

実行されます。 

 

６．１ 割り込み番号 

 

ＫＬ５Ｃ８０１２は下記１６個の割り込みをサポートしています。 

  割り込み要求元 

ＩＲ［１５］ タイマ／カウンタＢチャネル２ＯＵＴＳ出力 

ＩＲ［１４］ タイマ／カウンタＢチャネル１ＯＵＴＳ出力 

ＩＲ［１３］ タイマ／カウンタＢチャネル０ＯＵＴＳ出力 

ＩＲ［１２］ タイマ／カウンタＡチャネル１ＯＵＴ出力 

ＩＲ［１１］ タイマ／カウンタＡチャネル０ＯＵＴ出力 

ＩＲ［１０］ USART（シリアルインタフェース） ＴＸＥＭＰＴＹ出力 

ＩＲ［９］ USART（シリアルインタフェース） ＲＸＲＤＹ出力 

ＩＲ［８］ USART（シリアルインタフェース） ＴＸＲＤＹＰＩＮ出力 

ＩＲ［７］ 外部入力Ｐ０７／ＩＲ７ 

ＩＲ［６］ 外部入力Ｐ０６／ＩＲ６ 
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ＩＲ［５］ 外部入力Ｐ０５／ＩＲ５ 

ＩＲ［４］ 外部入力Ｐ０４／ＩＲ４ 

ＩＲ［３］ 外部入力Ｐ０３／ＩＲ３ 

ＩＲ［２］ 外部入力Ｐ０２／ＩＲ２ 

ＩＲ［１］ 外部入力Ｐ０１／ＩＲ１ 

ＩＲ［０］ 外部入力Ｐ００／ＩＲ０ 

［注意］ 

 ＩＲ［０］～ＩＲ［７］はパラレルポートＰ００～Ｐ０７と端子を共用しています。Ｐ００、Ｐ０２～Ｐ０７は開発セットでシ

ステムが使用しているため、ユーザーが利用できるのはＩＲ１のみです。 

 ＩＲ０～ＩＲ７の割り込みを使用しないで、パラレルポートを出力として使う場合は、対応するＩＲ入力をマスク状

態に設定してください。 

 

６．２ 割り込みコントローラのレジスタとＩ／Ｏアドレス 

 

 以下のレジスタが有ります。 

Ｉ／Ｏアドレス     ＯＵＴ（書き込み）       ＩＮ（読み出し） 

  ３４Ｈ     ＬＥＲＬ／ＰＧＲＬ       ＩＳＲＬ 

  ３５Ｈ     ＬＥＲＨ／ＰＧＲＨ       ＩＳＲＨ 

  ３６Ｈ     ＩＭＲＬ       ＩＭＲＬ 

  ３７Ｈ     ＩＶＲ／ＩＭＲＨ       ＩＭＲＨ 

 

６．２．１ ＬＥＲ（Ｌｅｖｅｌ／Ｅｄｇｅ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ） 書き込み専用（読み出し不可） 

 

 割り込み要求入力（ＣＰＵに対するＩＮＴ信号に相当、以下の説明ではＩＲ入力とします）信号のレベルとエッジ

のモード切り替えを制御します。各ＩＲ入力ごとに設定できます。リセット後はすべてのビットが０（レベル）になり

ます。このレジスタへの書き込みはＩＶＲ設定前にする必要があります。 

［注意］タイマ／カウンタの割り込みを使用する場合には、対応するＩＲビットを１（エッジモード）にする必要があ

ります。 

 

［注記］レベルモードの設定では信号のタイミングによって不正割り込みが発生し、全ての割り込みが受付不可

になってしまうことがあります。支障の無い限りエッジモードに指定する方が安全です。 

 

６．２．２ ＰＧＲ（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｇｒｏｕｐ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ） 書き込み専用（読み出し不可） 

 

 ＩＲ入力の優先順位グループを設定します。ＩＲ入力は番号が大きい方が優先順位が高くなっています（ＩＲ［１

５］が最高でＩＲ［０］が最低）。各ＩＲをＨＩＧＨ／ＬＯＷのいずれかにグループ分けすることで優先順位を変更する

ことができます。リセット後は全ビットが０（ＬＯＷ）になります。このレジスタへの書き込みはＩＶＲ設定後にしか行

えません。通常使用する頻度は低いと思われますからここではこれ以上詳しい説明は省略します。 
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６．２．３ ＩＭＲ（Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ Ｍａｓｋ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ） 書き込み読み出し可 

 

 ＩＲ入力のマスク状態を設定します。リセット後は全てのビットが１（マスク状態）になっています。マスク状態のＩ

Ｒ入力は割り込み許可されません。このレジスタへの書き込みはＩＶＲ設定後にしか行えません。 

 

 

６．２．４ ＩＶＲ（Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ Ｖｅｃｔｏｒ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ） 書き込み専用（読み出し不可） 

 

 モード２の割り込み発生時にＣＰＵに送るベクタアドレスの上位３ビットを設定します。このレジスタに書き込み

を行う前と後で書き込み可能なレジスタが変化します。 

 

６．２．５ ＩＳＲ（Ｉｎ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ）読み出し専用（書き込み不可） 

 

 ＣＰＵが受けつけて処理中の割り込みに対応するビットがセットされ、ＲＥＴＩが実行されると解除します。このビ

ットがセットされているとき（サービス中のとき）は、それより低いレベルの割り込みは受けつけられません。また

サービス中の割り込みは重ねて受けつけはされません。 

 

６．３ 割り込みベクタの出力 

 

 ＣＰＵが割り込みを受け付けて割り込みコントローラにアクノリッジを返すと、割り込みコントローラは割り込み

レベルに対応する割り込みベクタを、ＩＶＲの値と割り込み番号から合成して出力します。ＣＰＵはこの値を割り込

 21



みテーブルアドレスの下位８ビットとし、そのときのＩレジスタの値をアドレスの上位８ビットとすることで、割り込み

テーブル中で該当する割り込みプログラムアドレスを算出して、そこにジャンプします。 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋでは割り込みテーブルはＲＡＭのＦＥＥ０Ｈ～ＦＥＦＦＨに置いてあります。ＮＤ８０

Ｋはモニタプログラムスタート時点でＩレジスタにＦＥＨをセットするとともに、割り込みベクタとして割り込みコント

ローラにＥ０Ｈを与えます。 

 

６．４ レジスタ設定シーケンス 

 

 割り込みコントローラのレジスタはＬＥＲとＰＧＲが同一のアドレス３４Ｈ、３５Ｈに割り付けられ、ＩＶＲとＩＭＲＨも

同一のアドレス３７Ｈに割り付けられています。書き込み時にはどちらのレジスタが選択されるかを決定しなけ

ればなりません。ＫＬ５Ｃ８０１２はアクセスする順序で選択を決定しています。リセット後は必ずＬＥＲを設定しま

す。次にＩＶＲを設定します。この両レジスタはリセット後ただ１回だけ設定が可能です。ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ

８０Ｋはモニタプログラムのスタート時点でこのレジスタに書き込みを行っていますからユーザーがＬＥＲとＩＶＲを

設定することはできません。 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫモニタはＬＥＲＬ＝ＦＦＨ、ＬＥＲＨ＝ＦＦＨ、ＩＶＲ＝Ｅ０Ｈに設定します。 

 このあとはＩＭＲとＰＧＲの設定しかできません。ＩＭＲとＰＧＲは必要なら何回でも設定ができます。 

 

６．５ 割り込み要求の受付 

 

 レベルモードではＩＲ入力のＨレベルを割り込み要求として認識します。ＣＰＵが割り込みに応答した時点でＩＲ

＝Ｌになっていると不正割り込みになります。リセット後は全ＩＲがレベルモードになりますがＮＤ８０Ｋモニタはス

タート時点で全ＩＲをエッジモードに設定しています。 

 エッジモードではＩＲ入力の立ち上がりエッジを割り込み要求として認識します。該当する割り込みレベルがマ

スクされていた場合や、優先順位が低くて受け付けられなかった場合でも割り込み要求は保持されます（ＩＲ入

力が無くなってもクリアされません。不正割り込みにはなりません）。受付可能になった時点でＣＰＵに対して割

り込みが発生します。 

 ＩＲ入力が割り込みコントローラに認識された状態で保留されているときに重ねて同じレベルのＩＲ入力があっ

た場合には後からの入力は重ねて保持はされません。 

 ＩＲ入力が割り込みコントローラに受けつけられると、ＣＰＵが割り込み受付可能になったタイミングで割り込み

コントローラからＣＰＵにＩＮＴ信号が出されます。ＣＰＵがアクノリッジを返して割り込みコントローラが割り込みベ

クタを出力した時点でＩＳＲがセットされます。ＩＳＲはＣＰＵがＲＥＴＩを実行するまでクリアされません。ＩＳＲがセット

された時点で同じレベルの次のＩＲ入力が受付可能になります。 

 

６．６ リセット時の動作 
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 ＩＭＲはＦＦＦＦＨになります（全ＩＲマスク状態）。 

 ＩＳＲ、ＬＥＲ、ＰＧＲは００００Ｈになります。 

 ＩＶＲは未設定の状態になります。割り込みを使用するにはＩＶＲの設定が必要です。ＮＤ８０Ｋモニタはスタート

時点でＩＶＲとＬＥＲを設定しますからユーザーが設定する必要はありません（設定できません）。 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫモニタはＬＥＲＬ＝ＦＦＨ、ＬＥＲＨ＝ＦＦＨ、ＩＶＲ＝Ｅ０Ｈに設定します。 

 

７． ＭＭＵ（メモリマネジメントユニット） 

 

 ＫＬ５Ｃ８０１２（Ｚ８０Ａ）がメモリをアクセスする命令は１６ビット長です。１６ビットでは００００Ｈ～ＦＦＦＦＨの６４Ｋ

Ｂのメモリアドレスしかアクセスできません。ＫＬ５Ｃ８０１２は最大５１２ＫＢのメモリ空間を内蔵のＭＭＵの助けを

借りてアクセスすることができます。ＭＭＵはバンク切り替えという方法で５１２ＫＢのメモリアドレスの中から任

意の６４ＫＢをＣＰＵのアクセスできるメモリ空間に割り当てます。 

［注記］ 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋはハードウェアの都合でＲＯＭ１２８ＫＢ、ＲＡＭ１２８ＫＢの合計２５６ＫＢをアクセ

スできる回路になっています。 

 ＭＭＵはＩ／Ｏアドレス００Ｈ～０７Ｈに割り当てられたレジスタによってバンクメモリをコントロールします。レジ

スタの設定の仕方は、川崎製鉄発行のＫＬ５Ｃ８０１２ハードウェアマニュアルでは非常に理解しづらい説明がな

されています。 

 ここではそれをできるだけわかりやすい説明に変えて示します。 

 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋはメモリ最大実装時では次のようになります。 

 

 左図がマップを正しいスケールで示したものですが、使用しない空間が殆どですから、使用しない部分を省略

して右図のように示します。 
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［注記］ 

 前図はＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫをＢＡＳＩＣシステムに拡張したときのメモリ構成です。図のようなメモリの

全範囲をＣＰＵが直接アクセスできる６４ＫＢのアドレス（００００Ｈ－ＦＦＦＦＨ）に割り当てるためにＭＭＵが使わ

れています。 

 次図のように６４ＫＢの空間をＲ０～Ｒ４の５個のブロックに分割します。分割するメモリサイズは１ＫＢ単位で

行うことができます。 

 この各ブロックを実際のＲＯＭ、ＲＡＭアドレスに結び付けます。ＭＭＵにパラメタを与えることでＲ０～Ｒ４のメ

モリアドレスに対してアクセスすると、左側に図示されているそれぞれのメモリがアクセスされます。この結び付

けのために００Ｈ～０７ＨのＩ／Ｏアドレスが使用されます。００Ｈ～０７Ｈにルールに従って算出した値をセットす

ることでこの機能が実現されます。 

 

 具体例で説明します。 

 

Ｒ４ Ｆ０００Ｈ－ＦＦＦＦＨ ４ＫＢ 

Ｒ３ Ｅ０００Ｈ－ＥＦＦＦＨ ４ＫＢ 

Ｒ２ ４０００Ｈ－ＤＦＦＦＨ ４０ＫＢ 

Ｒ１ ２０００Ｈ－３ＦＦＦＨ ８ＫＢ 

Ｒ０ ００００Ｈ－１ＦＦＦＨ ８ＫＢ 

 

 まずこの境界のアドレスをＭＭＵに与えます。境界のアドレスは各ブロックの最後のアドレスになります。１ＦＦ

ＦＨ、３ＦＦＦＨ、ＤＦＦＦＨ、ＥＦＦＦＨの４つになります。このアドレスを００Ｈ、０２Ｈ、０４Ｈ、０６Ｈの各アドレスに対し

て書き込むのですが、アドレスは１６ビットであるのに対して書き込むデータは１バイト（８ビット）ですからこのま

までは書き込めません。工夫が必要になります。 

 ブロック分割の最小単位は１ＫＢと定義されています。とすると次図に示したように境界のアドレスの下位１０

ビット（ビット０－ビット９）は必ず１になります。ですからこの部分は外してしまいます。そしてあらためてビット１０
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－ビット１５までの６ビットに注目すると、００－３Ｆという数値で表現できることになります。これは００００Ｈから１

ＫＢごとに区切ってそこに先頭から００、０１、０２とナンバーをふっていったときのそのナンバーを示していること

にもなります。Ｒ０ブロックは８ＫＢなのでその終りは１ＫＢずつに区切った８番目（０７）になります。Ｒ１も８ＫＢで

すから前から１６ＫＢということになり、その終りは１６番目（０Ｆ）になります。どちらの考えでも同じことです。その

ようにして算出すると、前図のマップの場合、Ｉ／Ｏアドレス００Ｈには０７Ｈを、０２Ｈには０ＦＨを、０４Ｈには３７Ｈ

を、０６Ｈには３ＢＨを書き込めばよいことになります。 

 

 つぎに結び付けられる実メモリアドレスの算出です（次図）。 

 じつはメモリの割り当て方には固定部分があります。一番先頭のブロック（図ではＲ０）はＲＯＭの０００００Ｈか

ら割り当てなければいけません。また一番最後のブロック（図ではＲ４）はＲＡＭの最後ＦＦＦＦＦＨがブロックの終

りになるように割り当てなければいけません。 

 さてさきほどは境界を前のブロックの最後のアドレスで示しました。今度は割り当てたいブロックの先頭アドレ

スと実際のメモリアドレスを重ねるように配置します。すでに説明しましたようにＲ０は００００Ｈが先頭アドレスで

これはＲＯＭの０００００Ｈに割り付けることになりますから、決まってしまいます。したがってＲ１～Ｒ４について

指定することになります。 

 次図ではＲ１はＲＯＭの０Ｅ０００Ｈから始るメモリエリアと結びつけるようになっています。これをＭＭＵに示さ

なければいけません。 

 これについてはＫＬ５Ｃ８０１２の説明書では判りにくい説明をしています。ここでは次のようにかんがえます。

対象としているブロックを６４ＫＢの空間ごと、実際のメモリにもっていってアドレスを重ね合わせます。Ｒ１の場

合、２０００Ｈ－３ＦＦＦＨのブロックを０Ｅ０００Ｈからの実メモリエリアに重ねます。 このときの００００Ｈに相当す

る実メモリアドレスがＭＭＵに与えるべきデータになります。図では０Ｃ０００Ｈになります。実際にはその上位８

ビットをＭＭＵに与えます。つまり０ＣＨです。これは計算では割り付ける実メモリアドレスの上位８ビットからＲ１

～Ｒ４の先頭アドレスの上位４ビットの値を引くことで求められます。このようにして得た０ＣＨをＩ／Ｏアドレス０１

Ｈに書き込みます。 
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 Ｒ２は４０００Ｈ－ＤＦＦＦＨのブロックを０Ｆ０００Ｈからの実メモリエリアに重ねます。このときの００００Ｈに相当

する実メモリアドレスはＥＣ０００Ｈになります。その上位８ビット、ＥＣＨをＩ／Ｏアドレス０３Ｈに書き込みます。ＥＣ

Ｈは図にもあるようにＦ０－４の計算から求められます。 

 Ｒ３はＥ０００Ｈ－ＥＦＦＦＨのブロックをＥ２０００Ｈからの実メモリエリアに重ねます。このときの００００Ｈに相当

する実メモリアドレスはＤ４０００Ｈになります。その上位８ビット、Ｄ４ＨをＩ／Ｏアドレス０５Ｈ 
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に書き込みます。Ｄ４ＨはＥ２－Ｅの計算から求められます。Ｄ４０００Ｈはメモリが存在しないアドレスですが構

いません。 

 Ｒ４に対する制御データを書き込むＩ／Ｏアドレスは０７ですが、この値は常にＦ０Ｈになります。前に説明した

最後のブロックの条件、終りのアドレスはＦＦＦＦＦＨに割り付けなければならない、ということから決まってしまい

ます。ＫＬ５Ｃ８０１２によってＩ／Ｏアドレス０７ＨにはＦ０Ｈが常に設定されるため、ユーザーが書き込む必要はあ

りません。 

［注記１］ 

 ここではＲ０－Ｒ４の全ブロックをアクティブにするように設定しましたが、必要な設定のみ行うこともできます。

Ｒ０－Ｒ４設定のルールはＩ／Ｏアドレスに与える値が（００Ｈ）＜（０２Ｈ）＜（０４Ｈ）＜（０６Ｈ）になるように設定し

たときに全てのブロックが有効になるということです。値が等しいか大小関係が逆転すると、その境界の後ろの

ブロックが有効になり前のブロックが消滅します。Ｒ０：Ｒ１の境界データは（００Ｈ）です。（００Ｈ）の値として００Ｈ

を設定するとＲ１が有効になりＲ０が消滅します。 

 リセット後は（００Ｈ）＝（０２Ｈ）＝（０４Ｈ）＝（０６Ｈ）＝３ＦＨ、（０１Ｈ）＝（０３Ｈ）＝（０５Ｈ）＝００Ｈ、 

（０７Ｈ）＝Ｆ０Ｈ（固定）になります。この設定ではＲ０のみになり６４ＫＢがＲＯＭの０００００Ｈ－０ＦＦＦＦＨになり

ます。 

 ＺＢＫ－Ｖ３ＢＡＳＩＣにエントリすると（００Ｈ）＝０７Ｈ、（０２Ｈ）＝０ＦＨ、（０４Ｈ）＝３７Ｈ、（０６Ｈ）＝３ＢＨ、（０１

Ｈ）＝０ＣＨ、（０３Ｈ）＝Ｆ０Ｈ、（０５Ｈ）＝Ｆ０Ｈに設定します。 

［注記２］ 

 ここで説明した方法は簡易型で設定できるアドレスに制約があります。ここでの例ではブロックの大きさは４Ｋ

Ｂ単位になっています。実際には１ＫＢ単位の設定が可能です。しかしその場合には（０１Ｈ）、（０３Ｈ）、（０５Ｈ）

で行った計算では不足になります。メモリアドレスの上位８ビット、上位４ビットを対象にしていますから、４ＫＢ単

位の計算をしています。この下の２ビットの計算が必要になります。算出した結果の２ビットは、空きになってい

る（００Ｈ）、（０２Ｈ）、（０４Ｈ）、（０６Ｈ）の上位２ビットに入れられます。計算が面倒になってわかりづらくなります

し、１ＫＢ単位でブロックを設定する必要性はそれほどないと思いますので、ここで説明したように４ＫＢ単位で

使う方が得策です。 

 

８． 動作モードの設定 

 

ＫＬ５Ｃ８０１２は限られた端子数に対してできるだけ多くの機能を実現するために、１本の端子に複数の機能を

割り当てています。パラレルポートとカウンタ／タイマ／シリアルインターフェースの入出力が同じ端子に割り当

てられています。どちらの端子を利用するかはシステムコントロールレジスタＳＣＲ０（Ｉ／Ｏアドレス＝３ＡＨ）、Ｓ

ＣＲ１（Ｉ／Ｏアドレス＝３ＢＨ）に設定値を書き込むことで決定されます（次ページ図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳＣＲ０ 

 D7 D6  D5 D4  D3 D2  D1 D0 

 

                                  シリアルインタフェースＴＸＣ、ＲＸＣ入力 

                          １ 端子７３（Ｐ１４）、７４（Ｐ１５）からの入力を使う 

                          ０ タイマーＢチャネル１のＯＵＴＢＰを内部的に接続する。 

                           端子７３、７４はＰ１４、Ｐ１５として機能する。 

                          端子９０、９１、９４、９５の機能 

                          １ ＤＳＲ、ＣＴＳ、ＤＴＲ、ＲＴＳとして機能する。 

                          ０ Ｐ４１、Ｐ４２、Ｐ４５、Ｐ４６として機能する。DSR、ＣＴＳにはＬ 

                          が入力される。 

                          端子８９、９３の機能 

                          １ ＳＹＮＤＢＤ、ＳＹＤＴＩＮとして機能する。 

                          ０ Ｐ４３、Ｐ４７として機能する。ＳＹＤＴＩＮにはＬが入力される。 

                          端子１、４、５、６の機能 

                          １ ＯＵＴＢＳ０、ＯＵＴＢＰ１、ＯＵＴＢＰ２、ＳＹＮＣとして機能する。 

                          ０ Ｐ３０、Ｐ３１、Ｐ３２、Ｐ３３として機能する。 

                          端子９７、９８、９９、１００の機能 

                          １ ＯＵＴＢＳ２、ＯＵＴＢＰ０、ＯＵＴＡ１、ＯＵＴＡ０として機能する。 

                          ０ Ｐ３４、Ｐ３５、Ｐ３６、Ｐ３７として機能する。 

                          タイマーＡチャネル０ＧＡＴＥ入力（ＧＡＴＥＡ０） 

                          １ 端子７９から入力される。 

                          ０ 常にＨが入力される。端子７９はＰ１０として機能する。 

                          タイマーＡチャネル１ＧＡＴＥ入力（ＧＡＴＥＡ１） 

                          １ 端子７６から入力される。 

                          ０ 常にＨが入力される。端子７６はＰ１２として機能する。 

                          タイマーＡの動作 

                          １ タイマーＡのチャネル１、０がカスケード接続され３２ビットカ 

                          ウンタとして動作する。 

                          ０ タイマーＡのチャネル１、０が独立に動作する。 

ＳＣＲ１ 

 D7 D6  D5 D4  D3 D2  D1 D0 

      ＸＸ 

                                  端子７２の機能 

     ０でも１でも              １ Ｍ１を出力する。 

     よい                   ０ Ｐ１６として機能する。 

                          端子７１の機能 

                          １ ＨＡＬＴを出力。 

                          ０ Ｐ１７として機能する。 

                          端子９２、９６の機能 

                          １ ＢＲＥＱ、ＢＡＣＫとして機能する。 

                          ０ Ｐ４０、Ｐ４４として機能する。ＢＲＥＱにはＨが入力される。 

                          端子８５の機能 

                          １ ＮＭＩとして機能する。 

                          ０ Ｐ０３（またはＩＲ３）として機能する。ＮＭＩにはＨが入力される。 

      

外部バスウェイトコントロール（次ページの表参照） 

 ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫではＤ７＝０、Ｄ６＝０以外の設定をしないようにしてください。  

                       

 28



 29

 外部メモリ（０００００Ｈ－７ＦＦＦＦＨ） 外部メモリ（８００００Ｈ－ＦＦＤＦＦＨ） 外部Ｉ／Ｏ 

０ ０       １ウェイト       １ウェイト ２ウェイト 

０ １       １ウェイト       １ウェイト ２ウェイト 

１ ０       １ウェイト       ０ウェイト １ウェイト 

１ １       ０ウェイト       ０ウェイト １ウェイト 

ＦＦＥ００Ｈ～ＦＦＦＦＦＨには常にＫＬ５Ｃ８０１２内蔵ＲＡＭが割り当てられます。 

 

９． Ｉ／Ｏアクセスタイミング 

 

Ｉ／Ｏアクセス（２ウェイト時） 

 ＥＩＯＲＤパルス幅 約３００ｎｓｅｃ 

 ＥＩＯＷＲバルス幅 約２８０ｎｓｅｃ 

 

１０． 命令実行時間 

 

 ＫＬ５Ｃ８０１２はＺ８０Ａ（４ＭＨｚ、６ＭＨｚ）に比べて１０ＭＨｚとＣＰＵクロックとしても約倍速になりますが、さらに

独自のアーキテクチャによって実行時間が短縮されており、Ｚ８０Ａで４クロックかかっていた命令は１クロックで

実行されます。 

 プログラムで正確なパルスを作りたいときなど、命令の実行時間を計算してパルス幅を求めます。 

 １０ＭＨｚの１クロックは１００ｎｓｅｃです。たとえば２クロックの命令は２００ｎｓｅｃで実行されることになりますが、

ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０Ｋではメモリアクセスに１クロックウェイトしていますから、その命令のメモリアクセス

数（バイト数）分だけのクロックタイムが加算されます。その上にＩ／Ｏアクセス命令はＩ／Ｏリードライト時に＋１ク

ロックウェイトしていますからその分の加算も必要です。 

 別冊ＫＬ５Ｃ８０１２（Ｚ８０）命令説明書ではウェイトを加算した実際のクロック数を各命令毎に記してあります。 

 

１１． ＫＬ５Ｃ８０１２内部回路のＩ／Ｏアドレス 

 

I/O ｱﾄﾞﾚｽ ブロック名    ＯＵＴ（書込み）時の機能  ＩＮ（読出し）時の機能 

  ００  ＭＭＵ ＢＢＲ１（境界／ベースレジスタ１ ＢＢＲ１（境界／ベースレジスタ１ 

  ０１  ＢＲ１（ベースレジスタ１） ＢＲ１（ベースレジスタ１） 

  ０２  ＢＢＲ２（境界／ベースレジスタ２ ＢＢＲ２（境界／ベースレジスタ２ 

  ０３  ＢＲ２（ベースレジスタ２） ＢＲ２（ベースレジスタ２） 

  ０４  ＢＢＲ３（境界／ベースレジスタ３ ＢＢＲ３（境界／ベースレジスタ３ 

  ０５  ＢＲ３（ベースレジスタ３） ＢＲ３（ベースレジスタ３） 

  ０６  ＢＢＲ４（境界／ベースレジスタ４ ＢＢＲ４（境界／ベースレジスタ４ 

  ０７  ＢＲ４（ベースレジスタ４） ＢＲ４（ベースレジスタ４） 

 ０８－１Ｆ  川崎製鉄に より使用予約  

  ２０ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ B チヤネル０カウンタ チヤネル０カウンタ 

  ２１  チャネル０コントロールワード チヤネル０ステータス 

  ２２  チヤネル１カウンタ チヤネル１カウンタ 

  ２３  チャネル１コントロールワード チヤネル１ステータス 

  ２４  チヤネル２カウンタ チヤネル２カウンタ 

  ２５  チャネル２コントロールワード チヤネル２ステータス 

  ２６ 川崎製鉄に より使用予約  

  ２７ 川崎製鉄に より使用予約  

 ２８ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ A チヤネル０カウンタ チヤネル０カウンタ 

  ２９  チャネル０コントロールワード チヤネル０ステータス 

  ２Ａ  チヤネル１カウンタ チヤネル１カウンタ 

  ２Ｂ  チャネル１コントロールワード チヤネル１ステータス 

  ２Ｃ ﾊﾟﾗﾚﾙﾎﾟｰﾄ A ポート０ ポート０ 
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  ２Ｄ  ポート０方向制御レジスタ ポート０方向制御レジスタ 

  ２Ｅ  ポート１ ポート１ 

  ２Ｆ  ポート１方向制御レジスタ ポート１方向制御レジスタ 

  ３０ ﾊﾟﾗﾚﾙﾎﾟｰﾄ B ポート０ ポート０ 

  ３１  ポート１ ポート１ 

  ３２  ポート２ ポート２ 

  ３３  コントロールコマント 方向制御レジスタ 

  ３４ 割込ｺﾝﾄﾛｰﾗ ＬＥＲＬ／ＰＧＲＬ ＩＳＲＬ 

  ３５  ＬＥＲＨ／ＰＧＲＨ ＩＳＲＨ 

  ３６  ＩＭＲＬ ＩＭＲＬ 

  ３７  ＩＶＲ／ＩＭＲＨ ＩＭＲＨ 

  ３８ ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ 送信データ 受信データ 

  ３９  コマンド／モード設定 ステータス 

  ３Ａ ｼｽﾃﾑ制御 ＳＣＲ０ ＳＣＲ０ 

  ３Ｂ  ＳＣＲ１ ＳＣＲ１ 

 ３Ｃ－３Ｆ 川崎製鉄に より使用予約  

 



４章 コネクタ端子図 

 

ＺＢ１０Ｋ～ＺＢ２８Ｋ、ＮＤ８０ＫのＣＰＵまわりのコネクタは同じ配置になっています。下図を参照してください（ＺＢ

２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋは５章を参照してください）。 

パラレルポート入出力端子（１） Ｉ／Ｏ ＩＦ 

Ｐ１６ ２６ ２５ Ｐ１５ 

Ｐ１４ ２４ ２３ Ｐ１３ 

Ｐ１２ ２２ ２１ Ｐ１１ 

Ｐ１０ ２０ １９ Ｐ４０ 

Ｐ４３ １８ １７ Ｐ３７ 

Ｐ３６ １６ １５ Ｐ３５ 

Ｐ３４ １４ １３ Ｐ３３ 

Ｐ３２ １２ １１ Ｐ３１ 

Ｐ３０ １０ ９ Ｐ２７ 

Ｐ２６ ８ ７ Ｐ２５ 

Ｐ２４ ６ ５ Ｐ２３ 

Ｐ２２ ４ ３ Ｐ２１ 
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Ｐ２０ ２ １ ＧＮＤ 

 基板上の向きと同じにしてあります 

 

パラレルポート入出力端子（２） ＰＣパラレル 

Ｐ４４ １０ ９ Ｐ１７ 

Ｐ０７ ８ ７ Ｐ０６ 

Ｐ０５ ６ ５ Ｐ０４ 

Ｐ０３ ４ ３ Ｐ０２ 

ＧＮＤ ２ １ Ｐ４７ 

 基板上の向きと同じにしてあります 

 

 

パラレルポート入出力端子（３） ２３２Ｃ 

（ＲＳ２３２Ｃインターフェース接続用） 

＋５Ｖ １０ ９ ＋５Ｖ 

Ｐ４２（ＣＴＳ） ８ ７ Ｐ４６（ＲＴＳ） 

Ｐ４１（ＤＳＲ） ６ ５ ＧＮＤ 

Ｐ４５（ＤＴＲ） ４ ３ ＴＸＤ 

ＲＸＤ ２ １ ＧＮＤ 

プログラム開発時はＤＯＳ／Ｖパソコンの 

プリンタポートに接続する（下記の接続になる）。 

Ｐ０２  ＳＴＢ 

Ｐ０３  Ｄ３ 

Ｐ０４  Ｄ４ 

Ｐ０５  Ｄ５ 

Ｐ０６  Ｄ６ 

Ｐ０７  Ｄ７ 

Ｐ４７  ＲＥＡＤＹ 

 

 基板上の向きと同じにしてあります 

 

 



Ｉ／Ｏ増設用バスコネクタ 

RESETIN １ ２  ＧＮＤ 

＋５Ｖ ３ ４  ＩＮＴ（Ｒ［１］） 

ＧＮＤ ５ ６  

 ７ ８ RESETOUT 

  Ｄ０ ９ １０  Ｄ１ 

  Ｄ２ １１ １２  Ｄ３ 

  Ｄ４ １３ １４  Ｄ５ 

  Ｄ６ １５ １６  Ｄ７ 

  Ａ０ １７ １８  Ａ１ 

  Ａ２ １９ ２０  Ａ３ 

  Ａ４ ２１ ２２  Ａ５ 

  Ａ６ ２３ ２４  Ａ７ 

 ＩＯＲＤ ２５ ２６  ＩＯＷＲ 

 

８２Ｃ５５入出力端子 

 

８２Ｃ５５用コネクタは８２Ｃ５５の２１ｐｉｎ～４０ｐｉｎに平行して近くに配置してあります。 

 

８２Ｃ５５コネクタ 

ＰＡ５ １ ２ ＰＡ４ 

ＰＡ７ ３ ４ ＰＡ６ 

ＰＡ２ ５ ６ ＰＡ３ 

ＰＡ０ ７ ８ ＰＡ１ 

＋５Ｖ ９ １０ ＧＮＤ 

ＰＣ６ １１ １２ ＰＣ７ 

ＰＣ４ １３ １４ ＰＣ５ 

ＰＣ１ １５ １６ ＰＣ０ 

ＰＣ３ １７ １８ ＰＣ２ 

ＰＢ６ １９ ２０ ＰＢ７ 

ＰＢ４ ２１ ２２ ＰＢ５ 

ＰＢ２ ２３ ２４ ＰＢ３ 

ＰＢ０ ２５ ２６ ＰＢ１ 
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５章 ＬＣＤ表示器などの接続について 

 
１．ＬＣＤ表示器の接続 
 
 ＺＢ１０Ｋ、ＮＤ８０Ｋ以外のＺＢＫボードは別売の２０字×２行ＬＣＤ表示器を接続することができます。 
ボード上の１６Ｐコネクタに接続します。 
 ＬＣＤ表示用命令はＷＲＩＴＥですが、ＬＣＤ表示器を接続してＲＯＭスタートした場合にはＰＲＩＮＴ文が実行され

るとＬＣＤに表示されます。 
 また実行時のエラーコードもＬＣＤに表示されます。 
 
［注記１］ 
 ＲＯＭ実行時のＰＲＩＮＴ文によるＬＣＤ表示にはテクニックが必要です。ＬＣＤ表示は４０字しか表示できません。 
 表示後に改行する普通のＰＲＩＮＴ文では表示後にすぐ改行されてしまうため（ＬＣＤに対しては表示クリアにな

る）表示されません。また４０字を超える部分は表示されません。 
このためＲＯＭ化後のＬＣＤ表示を意識したＰＲＩＮＴ文は次のように書きます。 
ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ ＡＢＣ，“ＸＹＺ”； 
↑表示前に改行         ↑表示後改行なし 
 
［注記２］ 
 開発セットのＲＯＭ ＷＲＩＴＥＲボードをＺＢ××Ｋに接続して、ＲＯＭからＲＡＭへの読みこみやＲＯＭへの書き

込みを行うときは、ＬＣＤを外してください。 
 
２．セントロニクスプリンタの接続 
 
 ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋは当社専用のプリンタケーブルでプリンタ接続をすることができます。 
 ＬＰＲＩＮＴ文の結果がプリンタに出力されます。 
［注記］最近のＷｉｎｄｏｗｓ専用プリンタは接続できません。ＭＳＤＯＳで使用可能なプリンタに限ります。 
 
３．キーボードの接続 
 
 ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋは別売のフルキーボードまたは５×５キーボードを接続することができます。 
 ＲＯＭ化したＢＡＳＩＣプログラムでＩＮＰＵＴ、ＩＮＫＥＹ＄、ＩＮＰＵＴ＄を実行したときはＤＯＳ／Ｖからではなくて外

付けした別売のフルキーボードまたは５×５キーボードからの入力になります。 
 
プリンタ接続用コネクタ 

 ２６ ２５  

 ２４ ２３  

ＧＮＤ ２２ ２１ Ｐ４０（ＲＤＹ） 

ＧＮＤ ２０ １９  

ＧＮＤ １８ １７ Ｐ１７ 

ＧＮＤ １６ １５ Ｐ１６ 

ＧＮＤ １４ １３ Ｐ１５ 

ＧＮＤ １２ １１ Ｐ１４ 

ＧＮＤ １０ ９ Ｐ１３ 

ＧＮＤ ８ ７ Ｐ１２ 

ＧＮＤ ６ ５ Ｐ１１ 

ＧＮＤ ４ ３ Ｐ１０ 

ＧＮＤ ２ １ Ｐ２４（ＳＴＢ） 
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キーボード接続用コネクタ 

Ｒ６ ２６ ２５ Ｒ７ 

Ｒ５ ２４ ２３  

Ｒ４ ２２ ２１  

Ｒ３ ２０ １９  

Ｒ２ １８ １７ Ｐ４３（ＳＨＦＴ） 

Ｒ１ １６ １５  

Ｒ０ １４ １３  

ＧＮＤ １２ １１  

 １０ ９ ＲＥＳＥＴ 

Ｐ３３（Ｃ３） ８ ７ Ｐ３７（Ｃ７） 

Ｐ３２（Ｃ２） ６ ５ Ｐ３６（Ｃ６） 

Ｐ３１（Ｃ１） ４ ３ Ｐ３５（Ｃ５） 

Ｐ３０（Ｃ０） ２ １ Ｐ３４（Ｃ４） 

 
 
４．ＺＢ２５Ｋ、ＺＢ２７Ｋコネクタ配置図 
（他のボードは４章を参照して下さい） 
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